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ショクドウガン ニ オケル Cyclin D1 mRNA オヨビ

































的にcyclin Dl蛋白の発現を、in situ hybridizationを用いてcyclin DlmRNAの発現を検討し
た。12例においては凍結組織よりDNAを抽出し、サザンプロット法によりcyclin Dl遺伝子
の増幅を検討した。免疫染色はポリクローナル体（UBI社）を使用した。プローブはRT－PCR




























しかし、in situ hybridzationによるmRNAの局在、CyClin Dl蛋白の発現と臨床病理学的因子
との関連を検討した報告は申請者がはじめてである。






















その結果、CyClin Dl遺伝子の増幅に伴い、CyClin Dl mRNAの過剰発現が癌細胞の細胞質
にみられ、さらにcyclinDlタンパクの過剰発現は、癌細胞の核に証明された。細胞増殖を制
御するcyclin Dlが癌細胞に強く発現することから、CyClin Dlは食道癌の進展に大きく関与
していることが示唆された。Retrospectiveな検討では、CyClinDl陽性率の高い症例の予後が
悪いことにより、CyClin Dlは食道癌の予後を規定する重要な因子であると結論ずけられた。
さらに、CyClin Dlの検索が免疫組織化学的に可能であることが証明できたことにより、各症
例の生物学的悪性度が簡単に把握でき、手術方法の選択や、化学療法を含めた術後の追跡に
有用であると考えられた。以上のことから、本研究は博士（医学）の学位論文として価値の
あるものと評価される。
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